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１. 背景・目的
　南房総の地域活性化の一助として、広大な砂浜に無数に存在す
る貝殻を地域未利用資源として水環境改善に活用し、水循環シス
テムを開発することを目的として調査実験的検討を行った。具体
的には、サブテーマ１：①環境水および浄化水等の水質調査・比
較分析、および②水環境健全性マップの作成、サブテーマ２：③
栄養塩類等肥料成分回収システムの試験開発、を実施し検討した。
本プロジェクトでは、SDGs を意識しつつ、最終的には水循環シ
ステム開発と連動して、南房総市からの人材育成や情報発信につ
なげることを目的とし、ゼロエミッションシティ実現の一助としたい。

２. 活動内容
(1) 平久里川調査
　南房総における水循環システムの開発および適正化を目的と
して、2021 年度の春季（5 月）および秋季（11 月）に南房総
市を流下する平久里川（２級河川、流路長 19.5km、流域面積
82km2）の水質（栄養塩類、有機物）、付着珪藻（生産者）、底生
動物（消費者）および水環境健全性指標（生態系）の調査（調査
地点：①山田橋側道橋、②平久里中、③川又橋、④横峯大橋、⑤
平成橋、⑥館山大橋）を実施し、河川生態系の解析に資する基礎
的データの集積を図った。
　付着珪藻（生産者）の調査では、1）平久里川では春季、秋季
においてα - 貧腐水性水域となり、やや清水性な水環境である
と 評 価 さ れ、2）DAIpo（Diatom Assemble Index for Organic 
Pollution）の値が春季から秋季にかけて減少したのは雨により付
着珪藻が流され、個体数が大きく減少したためと考えられ、また、
DAIpo の値が春季から秋季にかけて上昇したのは雨による増水の
影響によって川底の堆積物が流されたためと考えられ、3）平久
里川における RPId（River Pollution Index on DCI）による評価
は、年間を通じてβ - 中腐水性水域となり、4）河川環境評価マッ
プにおける平久里川の評価は、①山田橋側橋、④横峯大橋、⑥館

山大橋ではβ - 中腐水性水域、②平久里中、③川又橋、⑤平成橋
ではα - 貧腐水性水域となり、5）平久里川は、各地点において
Navicula の種数が多く、個体数が少なかったことから、平久里
川は生産者にとって変化が激しい環境であるが、付着珪藻を餌資
源とする捕食者が豊富で多様な生態系が形成されていると考えられた。
　底生動物（消費者）の調査では、1）平久里川の BMWP スコ
ア（Biological Monitoring Working Party Score） 法 に 基 づ く
ASPT（Average Score per Taxon）値は春季で 6.8、秋季で 7.0
であり、いずれもやや清水性の水環境と評価され、2）平久里川
には多種類の底生生物が生息しており、それらを捕食する魚類や
周りの森林などを生息場としている鳥類などが訪れる可能性があ
ると考えられ、多種多様な生物が生息している多様性の豊かな河
川生態系であると考えられた。
(2) 丸山川調査
　調査地点は、丸山川（２級河川、流路長 23.3km、流域面積
33km2）の上流から①酪農の里、②大井大橋、③安房中央ダム
放水口下、④三山橋、⑤朝夷橋、⑥丸山大橋の計 6 地点とし、
2019 年度の春季（5 月）、夏季（8 月）、秋季（11 月）、冬季（1 月）
に調査を実施した。
　付着珪藻（生産者）の調査では、1）丸山川流域は夏季におい
てα - 貧腐水性水域、春季、秋季、冬季においてβ - 中貧腐水性
水域となり、全体としてやや清水性な水環境であると評価され、2）
河川環境評価マップにおける丸山川流域の評価は①酪農の里、②
大井大橋においてα - 貧腐水性水域、その他の地点ではβ - 中貧
腐水性水域となり、3）丸山川における RPId による評価は、夏
季においてα - 貧腐水性水域、春季、秋季、冬季においてβ - 中
貧腐水性水域となり、4）ダムの上流と下流で環境評価が異なる
ことからダムによって河川環境が区分されていることが示唆さ
れ、5）房総半島南部の水環境は台風によって大きな影響を受け
た可能性があるため、丸山川を継続的に調査することで環境の変
遷・生態の変遷をみることができると考えられた。

　底生動物（消費者）の調査では、1）丸山川の ASPT 値は春季で 6.5
（やや清水性）、夏季で 5.8（やや汚濁水性）、秋季で 6.4（やや清
水性）、冬季で 6.8（やや清水性）であり、丸山川は全体的にやや
清水性からやや汚濁水性の水環境と評価された。また、台風によっ
て生物種や個体数の変化など水圏生態系に影響がみられた。引き
続き丸山川の調査を行い、洪水からの回復過程について検討する。
(3) 地域未利用資源（貝殻）の栄養塩類吸着実験
　予備実験として、ガラス容器に栄養塩類を含む排水および環境
水を注水し、貝殻粉末（1mm 程度）を投入して、一定時間ごと
に採水して水質を分析した。その結果、特に PO4-P 濃度が減少
することが確認され、貝殻の主成分である Ca との吸着による除
去と考えられた。今後、貝殻の種類、添加量、排水の性状等の実
験条件を精査してデータ蓄積を図る予定である。

３. 成果と課題
　南房総市を流下する河川生態系の特性を解析するための基礎的
データが蓄積できた。南房総の水環境は健全性としては概ねバラ
ンスの取れた生態系といえるが、食物連鎖上位種による評価ほど
汚濁が進行している傾向がみられた。
　また、一連の調査・分析を通じて学生の環境意識の向上を図る
ことができた。さらに、得られた成果を取りまとめて学会の場で
発表することで、他組織の研究者や学生と議論を交わすという貴
重な経験が得られた。

４. 今後の展開
・岩井川および大川（南房総市を東京湾側へ流下する二級河川）　
　を対象として調査を実施し、水環境マップの作成を進め、南房
　総エリアの生態系特性の解明を図る。
・地域未利用資源である貝殻を吸着材とした排水中の栄養塩類除
　去システムの実験開発を進める。
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・千葉県環境影響評価委員会 委員長 （2019.6.1. ～ 2021.5.31.）
・第 23 回日本水処理生物学会 学会賞（2021.10.）
・K.Murakami, H.Niida, T.Doyama, K.Watanabe：River Environment Evaluation by Water Quality, Attached Diatom and Macrobenthos in Boso 
　Peninsula, Japan, 6th International Conference on Structure, Engineering and Environment (SEE-Kyoto 2020), Kyoto (Japan) (2020.11.)
・中神涼吾、村上和仁：底生生物（BMWP スコア法）による平久里川の環境評価、第 49 回土木学会関東支部技術研究発表会、Online (2022.3.)
・宮崎康平、村上和仁：付着珪藻群集に基づく有機汚濁指数（DAIpo・RPId）による平久里川の環境評価、第 49 回土木学会関東支部技術研究発表会、
　Online (2022.3.)

　　域学協働の工夫！
★合同会社 WOULD（千葉県南房総市、代表：多田朋和）との共同研究「生活排水・地域未利用資源活用型農作物栽培循
　環システムの構築」を、ちばぎん研究開発助成制度 2021 の助成の下で立ち上げ、研究を推進している。得られる成果
　は水循環システム開発 PJ にも資することが期待される。
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